


















































































































































































































公　　　　構 フ　シ形状 降伏点強さ@句（t／㎝2） 引　張　強　さU鵠（t／¢m2） ヤング係数d8（106kg／cm　2）摘　　　　　　要
3．63 5．64 1．91 Dばりに使用D32 ナミフシ 3．90 5．70 1．91 EDばりに使用
ナミフシ 3．52 5．17 2．05
D41 ヨコブシ 4．01 6．30 1．91
クロスフシ 3．59 5．50 2．47

























D32－ED 3．95 586 0．46
一一
c41－D 3．84 5．34 0．23
@　一
D41－R 4．04 6．39 0．27
D41－S 3．70 5．65 0．19

































































A3－D32－D 378 0．20 一
A3－D32－ED 268 0．19 2．09
A2－D41－D1 365 0，202 2．50
A2－D41－D2 372 0，215 2．50
A2－D4トR1 372 0，198 2．66
A2－D41－S1 363 0，194 2．51














































































































A2－D41－R162．7 54．5 54．61．15 1．00
A2－D41－S165．7 62．8 61．0 1．08 1．03
A1－D51－S154．5 51．6 50．4 1．08 1．02
Mu＝0．9・at・σy・（L　Pu－2Mu／165
表3．2　各試験体の特定荷重時耐力の比較




















A3－D32－D110．032．5 47．5 47．5 64．7 65．812．831．7 48．652．175．70．781．030．98 0．981．241．26
A3－D32－D27．532．5 50．0 46．563．656．612．831．7 48．652．175．70．591．031．030．961．221．09
A3D32－ED17．530．050．150．457．7 57．5 11．227．752．254．969．7 0．671．080．960．971．051．05
A3－D32－ED210．040．051．8 50．65 ．356．211．227．752．2 54．9 69．70．891．440．990．971．031．02
A2－D41－Dl7．535．049．150．8 60．95 ．112．930．352．0 55．074．0 0．581．16 0．940．981．11 ．08
A2－D41－D27．535．054．751．857．4 56．5 13．030．552．055．174．50．581．151．051．00 1．041．03
A2－D41－R17．535．0 53．447．5 62．7 54．512．730．153．556．174．50．591．151．010．901．120．97





















































































































































































































































































G1 0．75 8．3 10．1 68．2 68．21／171／260．44 6．7 1．70A3－D32－D1G2 0．77 7．9 9．6 94．0 48．4 1／181／34 1．75
1．24
P．18
G3 0．45 10．1 12．8 49．6 34．2 1／331／48
0．44 6．7
1．02 1．51
A3－D32－D2Go 0．45 8．5 10．0 51．6 51．41／341／30 1．02 1．27
G1 0．40 9．2 10．7 65．9 67．0 1／251／250．45 8．0 0．89 1．15A3－D32－ED1G2 0二60 9．5 10．8 57．473．3 1／291／23 1．33 1．19
G3 0．55 11．3 ゜12．2 48．7 55．21／381／380．45 8．0 1．22 1．41A3－D32－ED　2Go 0．60 10．3 9．2 43．9 43．9 1／34 1／30 1．33 1．29
Gコ 0．45 8．8 8．353．8 53．9 1／31 1／31
0．45 7．0
1．00 1．23
A2－D41－D1G2 0．40 8．0 8．7 52．8 37．4 1／31 1／44 0．89 1．14
G3 0．50 11．8 10．4 48．439．7 1／341／420．45 7．0 1．11 1．69A2－D41－D2Go 0．40 11．0 12．044．0 48．01／38 1／34 0．89 1．57
Gl 0．45 8．2 9．6 一 54．0 一 1／31 瞥0．44 7．4 1．02 1．11A2－D41－R1G2 0．45 9．4 6．9 一 32．4 一 1／51 1．02 1．27
G1 0．50 8．3 12．0 39．9 48．5 1／41 1／34 1．14 1．20
A2－D41－S1G2 0．55 10．6 11．1 47．3 34．31／35 1／480．44 6．9 1．25 1．54
G1 0．40 12．0 12．0 36．455．5 1／45 1／30 0．98 1．74
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図3．6　各位置のキレツ進展状況
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図3．7　鉄筋存在応力と最大キレツ幅の関係
明治大学工学部研究報告　No．30
　この点からみれば継手スリーブ長さを長くすること
は却ってキレツ集中の原因となるものと思われる。
　3．3．2　最大キレツ幅と鉄筋応力
　キレツ幅と鉄筋応力の関係については，一般に応力
が一様な場合には比例すると云われている。この実験
では曲げとせん断力が加わるために応力は一様となら
ず，そこで，各試験体にっいて分布するキレツ幅のう
ち継手位置に関係なく最大キレツ幅をとりあげ，その
キレツの生ずる位置の鉄筋応力の関係で示したのが図
3．7である。
　図より最大キレツ幅Cwと主筋応力δtはほぼ比例する
傾向がみられ，D32mmの場合，継手長さの短かいED
ではσt＝2．Ot／cm2時でCw＝0．18～0．36mm，　Dでは約
0．27mm，継手のないもので0．22～0．26mm程度となり，
D41mmの場合には0．26～0．34mm，継手のないものでは
約0．3mmとなっている。図中太線はSOzen氏の式を示
すもので実験値の上限を示す傾向がみられる
　〔結　び〕
　RC部材の主筋に太径異形鉄筋を利用する場合，主
筋の接合工法としてCWJ継手を用いる場合の継手性能
を確かめる目的で，はりの曲げ破壊試験を行なった。
実験結果から次の事がらが明らかとなった。
　i）はり部材の主筋にCWJ継手を一ケ所に集中した
場合も分散して用いた場合も，はりの破壊は曲げ降伏
後の正負くり返し加力によるせん断変形によって圧縮
側コンクリートの剥落で耐力が失なわれた。
　ii）終局耐力算定には継手を考慮せず慣用の終局耐
力略算式で求められた。
　m）耐力の解析にθ法を用いて降伏耐力および終局
耐力を求めた計算値は実験値によく合致した。このこ
とから耐力にっいてはCWJ継手の影響は殆んどみられ
なかった。
　iv）継手の位置で主筋の引張応力ft－2．　Ot／cm2時の
くり返し加力（一方向）による剛性の低下は各試験体と
もみられ，5サイクルで初期剛性に対する低下は約5～
10％程度で，継手の有無による影響は明確ではないが，
継手長さを短かくした場合には剛性低下がやや大きく
なる傾向がみられた。
　v）曲げ降伏時における相対たわみは曲げ変形とせ
ん断変形から求めた計算たわみに比して実験たわみ
は
大きく，実験たわみと計算たわみから部材端の回転角
θを求めるとθ≒0．5～3．0×10－3程度が得られた。
　vi）最大耐力時の靱性にっいは，継手を分散した場
合の部材角R＝1／17～1／45，継手を集中した場合R＝
1／30～1／51，継手のない場合R＝1／29～1／38程度が得
られた。
　Vi）キレツ分布については初キレツ発生は継手位置
に殆んど関係なく生ずるが，進展性のキレツは継手ス
リーブ端に集中する傾向がみられるが，スリーブ長を
短くした場合には必ずしもスリーブ端に集中していな
いo
　面）最大キレツ幅Cwと主筋応力σtの関係はほぼ比
例しσt＝2．Ot／cm2時でCw≒0．18～O．　36mm程度が得ら
れ，Sozen氏の式は実験値の上限にほぼ一致する傾向
がみられた。
　あとがき
　実験では継手部における主筋のスリップ現象は殆ん
　どみられなかった。従って部材の力学的性能は継手
をもたない部材の性状を示しておりCWJ継手工法の有
効性を確める結果で終った。今後，更に継手部のスリ
ップ現象を主とした実験研究を進め，機械的継手のも
つ特性について究明する必要があろう。
　終りに終始御指導戴きました小倉弘一郎教授に深謝
の意を表します。また実験にあたりましては（株）岡部
研究所研究員諸氏を始め49，50年度，卒論学生諸君お
よび数値解析には明大計算センターの御協力を戴き，
関係各位に感謝致します。
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